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・日本語が十分でない実習生もいるが、仕事はしっかりこなして
くれている。特に、鶏の点検においては、体調の優れない鳥を
判別してくれるなど、日本人の従業員でも難しい作業を担い、
重要な存在となっている。

・給与に関してはかなりシビアな面があり、額の交渉をしてくる
ことや、住民税の説明を求められることがあり、行政書士を交
えて説明を行ったこともあった。

・ＳＮＳによって、会社では把握できない部分で外国人同士がつ
ながることがあるため、悪いことに勧誘されないか心配である。

・技能実習から特定技能に移行し、仕事の幅が広がったため、業
務内容に関する話し合いを重ねるようにしている。

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

農 業

○ 特定技能１号のカンボジア人１名（女性）を受入れ中 （2020年２月から受入れ開始）

○ 技能実習生のカンボジア人２名（女性）を受入れ中 （2019年６月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2021年１月現在

・養鶏の作業において人手を必要としたが、求人しても人が集ま
らず、外国人を採用。

外国人受入れの目的・理由

・技能実習生は、代表取締役が現地を訪問し面接を実施。
・特定技能１号外国人は、自社の技能実習２号修了者を採用。実
習期間終了を迎えるに当たり、本人の意向を聞いたところ、継
続雇用を希望したため、在留資格の変更を行った。

外国人の採用方法

・技能実習生に対しては、日本語能力試験Ｎ４合格以上から昇給を
実施している。具体的には、Ｎ４合格2,000円/月、Ｎ３合格
5,000円/月、Ｎ２合格10,000円/月としている。また、日本人と
の会話で不明な単語があれば、都度意味を調べるように話してい
る。

・同世代の日本人従業員が仕事の面倒を見るようにしていること
や、女性従業員が日常生活についての相談役となっている。

・プライベートには干渉しないようにしているが、外泊や帰宅時間
が20時以降になる場合は、上長に報告するようにしている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

受入企業の声 ・カンボジアでは、日本人が経営するホテルで働いていたため、日
本に興味があった。来日する前は生活等に不安があったが、会社
の人が優しく接してくれたので、嬉しかった。

・特定技能の先輩がいるため、頼ってしまい、日本語が覚えられず
困っている。

・いずれはカンボジアに帰国して、友人と鶏肉の販売等をやりたい
と考えている。

外国人本人の声

有限会社卵明舎
所在地 ：宇都宮市
従業員数：約20名
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外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○ 技術・人文知識・国際業務のミャンマー人10名とベトナム人１名を受入れ中 （2018年から受入れ開始）

○ 技能実習生のミャンマー人２名を受入れ中 （2019年から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年10月現在

・安定した生産体制の構築を目指しているため、真面目に働く人
であれば、日本人・外国人問わず採用しようと取り組んだ結果、
外国人の採用につながった。

外国人受入れの目的・理由

・ミャンマーの日本語学校を見学した際、勉学に励む学生
が印象深かったことから、ミャンマーの人材紹介会社を
通じて、現地に採用担当を派遣し面接・採用。

・ハローワークでの求人による採用。

外国人の採用方法

・従業員の意欲を高めるため、日本語能力試験や射出成形技能士
（国家資格）に合格すると、一時金の支給や昇給を実施。
・業務で必要となる資格試験を受験する
場合は、会社で試験費用を負担し、会
場までの送迎を実施。

・社員の考える力を養い、会社の改善す
べき点を明らかにするため、社長が隔
週でトップメッセージを発信している。
それに対する社員の返信の中から、最
も印象的だった５名に対してポイント
を付与し、年間ポイント上位数名を、
食事に招待する等の取組を行っている。

・外国人はアパート又は社宅に居住しており、アパートの場合は、
会社名義で契約し、入居者の給与から家賃等を天引き。また、Wi-
Fiも会社で契約して、宿舎の通信環境を整えている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・真面目であり、安定的な計画と生産が可能となっている。
残業や休日出勤を進んで引き受けてくれるなど、本人達は
仕事を楽しんでくれていると思う。

・国によって人柄が異なるという話もあるが、当社の外国人
を見る限り、国籍は関係ないと思う。

・数回に分けて、受け入れているが、１期生は２・３期生の
リーダー的存在となっており、業務に関する専門用語や難
解な言葉を伝えてくれる等、頼もしい存在となっている。
なお、初めて入ってきた１期生へは、専門用語等を教える
のに大変苦労した。

受入企業の声

・母国ミャンマーに日系企業が増加していることから、日本に興味
を持ち日本語を勉強していた。来日前は、コミュニケーションに
不安があったが、従業員の方々が優しく接してくれたので、安心
した。

・思った以上に寒さが厳しく辛いが、今後も日本で働きたいし、住
み続けたいと考えている。

・今はＮ２の試験を控えているため、休日はほとんど勉強している。

外国人本人の声

株式会社メイバンプラスチック茂木
所在地 ：芳賀郡茂木町
従業員数：41名

日本語能力試験
・Ｎ３ 一時金
・Ｎ２ 10,000円/月(昇給)
射出成形技能士(国家資格)
・３級 一時金
・２級 10,000円/月(昇給)
・１級 25,000円/月(昇給)
・特級 35,000円/月(昇給)
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外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○特定技能１号のベトナム人13名を受入れ中 （2019年８月から受入れ開始）
○技能実習生のベトナム人24名を受入れ中 （2007年10月から受入れ開始）
○技術・人文知識・国際業務の中国人１名、ベトナム人１名を受入れ中（2016年頃から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年11月現在

・技術の移転を通じて、東南アジア諸国の水産加工食品製造業の
発展に貢献するとともに、海外への販路を拡大するため。

・以前は、パートタイム従業員を多く雇用していたが、家庭との
両立等で就業時間に制約があったため、フルタイムで働くこと
のできる外国人の採用に至った。

外国人受入れの目的・理由

・技能実習生については、社員がベトナムに出向き面接を行い、
採用を決定。採用決定後は、実家への訪問も実施している。

・特定技能外国人については、自社で働いていた技能実習生の在
留資格を変更して、継続雇用している。

・技術・人文知識・国際業務の外国人については、通訳としてハ
ローワークを通じて採用。

外国人の採用方法

・職場や日常生活において発生する問題については、現場社員、管
理部門、通訳を交え、定期的にミーティングを行うことで、解決
を図っている。

・バーベキューやバスツアーを企画し、従業員同士の交流を図って
いるが、プライベートに関しては、一定の線引きを行っている。

・日本語能力試験に合格した従業員に対しては一時金を支給してお
り、Ｎ４の合格で5,000円、Ｎ３の合格で10,000円、Ｎ２の合格で
20,000円、Ｎ１の合格で30,000円を支給している。なお、勤続年
数に比例して業務も上達し、責任の度合いも増すことから、定期
的な昇給も実施している。

・自社の寮又は会社名義で契約しているアパート（Wi-Fi完備）で
生活しており、家賃と光熱水費を定額で徴収している。特定技能
外国人と技能実習生で家賃等の違いは設けていない。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・採用時の家庭訪問により、自分（外国人）の故郷を社員が
知っているということが、入社後の安心感や親近感につな
がっていると考えている。

・集団生活に慣れているためか、明るく生活を送っているよ
うだ。また、配属されたばかりの新人に対して伝えたいこ
とを、先輩実習生や特定技能外国人が補佐してくれること
があり、頼もしく思っている。

・特定技能を導入したことにより、外国人の実施できる業務
の幅が広がったが、転職が可能であるため、会社に定着し
ていただけるか不安もある。

受入企業の声

・技能実習３号を修了後、特定技能１号として通算６年間、この会社
で働いている。来日直後は、生活や地震のことについて、何も分か
らなかったが、会社の人が優しく教えてくれた。

・休日はベトナム人の友達と遊ぶことが多い。現地の送り出し機関で
勉強していた時に、知り合った友達がおり、多くは東京や名古屋に
いる。新型コロナウイルスの感染拡大前は、時々会っていた。

・日本語はYouTubeや参考書を使い勉強している。

外国人本人の声

株式会社壮関
所在地 ：矢板市
従業員数：300名

３



外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

農 業

○ 特定技能１号のベトナム人４名を受入れ中 （2019年12月から受入れ開始）

○ 技能実習生のベトナム人９名を受入れ中 （2014年２月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年10月現在

・受入れ前は、日本人のパートタイム従業員を雇用していたが、
労働時間に制約があるため、事業拡大の見通しが立たなかった。
また、人手不足により、事業継続が困難であった。

外国人受入れの目的・理由

・技能実習生は、現地訪問又はオンラインで面接を行い採
用。現地面接の際は、外国人の生活する街を訪問し、街
の雰囲気を確認するようにしている。

・特定技能１号外国人は、自社の技能実習２号修了者から
在留資格の変更を行った者や、他の企業で実習経歴のあ
る者を採用している。

外国人の採用方法

・従業員同士の親睦を深める目的で毎年社員旅行を企画。直近で
は、箱根温泉に一泊したが、母国にはない雪景色を見ることが
でき喜んでいた。また、誕生日月は従業員全員でお祝いしてい
る。

・外国人従業員の居住するアパートは会社名義で賃借しており、
生活のための必要最低限の家電等は入居前に会社負担で用意し
ている。また、１部屋に２名入居しているため、家賃は入居人
数で折半。やむを得なく１名で入居の場合は、会社が１名分を
負担している。

・体調を崩した際には、社長を始めとする従業員が病院に付き添
うようにしている。また、技能実習生については、事故等が
あった場合に備え、会社で外国人技能実習生総合保険に加入し
ており、医療費の負担軽減に努めている。

・せっかく来日したのだから、日本を楽しんでもらいたく、コ
ミュニケーションは日本語で取るように話している。日本語で
交換日記をしていたこともある。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・葉物野菜は人の手で収穫する必要があり、安定して
業務を行えるようになった。

・日本人と比べても仕事のレベルが高く、意欲も高い
が、傷のある野菜の選定などにおいては、０か100か
の判断をしてしまう傾向にあるため、数値化できる
ものがあった方が良いと思う。

・彼らの求める収入に満たないと、すぐに離職してし
まうイメージがある。

受入企業の声

・日本人は優しく、生活のことや日本語を教えて
くれた。また、社長と一緒に買い物行ったり、
お酒を飲んだりする。

・直属の上長とコミュニケーションを取りたかっ
たので、必死で日本語を覚えた。

外国人本人の声

株式会社コバヤシファーム
所在地 ：鹿沼市
従業員数：23名

４



外国人材受入れ事例

とちぎ外国人材活用促進協議会

建 設

○技能実習のベトナム人３名を受入れ中 （2020年２月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年10月現在

・社員の高齢化が進み、募集をかけても日本人の若手を採用する
ことができなかったため、外国人を受け入れることとした。

外国人受入れの目的・理由

・監理団体を通じ現地に出向き面接。採用予定者の実家を訪問
し、家族と面会。

外国人の採用方法

・日本語でコミュニケーションが取れるよう、現場では、外国人だ
けで固めず日本人も入って仕事を行っている。

・寮は、戸建て一軒家を会社で用意し、家賃を給与から天引き。
なお、近所のアパートの相場より家賃を低く設定し、冷蔵庫や洗
濯機、Wi-Fi等は会社負担で用意した。

・日光に連れて行ったり、日用品の買い出しのために、スーパーな
どに付き添うことがある。

・体調を崩した際は、役員や生活指導担当が病院に付き添っている。
・（公財）国際人材協力機構の教材を与え、日本語の学習を支援し
ている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・外国人の受入れは初めての経験であり、不安があったため、
家族のために一生懸命働いてくれる世帯を持った人材を選定し
た。

・日本語に不慣れなだけで、それ以外は日本人と変わらないよ
うに思う。

・将来は各々に仕事を覚えてもらい、外国人だけで現場が回るよ
うになれば良いと考えている。また、次に入ってくる後輩外国
人の面倒も見て欲しい。

・仕事をある程度任せられるようになれば、昇給も検討している。

受入企業の声 ・テレビやインターネットで日本を知り来日を決めた。日本語と技術
を学んだ後は、ベトナムに帰国したいと考えている。なお、５年間
は働きたいと考えている。

・休日は、日用品の買い出しや日本語を勉強している。
・会社の人は優しく技術を教えてくれる。
・スーパーに買い物に行った時に言葉が通じずに困ったことがあった。

外国人本人の声

有限会社小西建設
所在地 ：矢板市
従業員数：17名

５



・日本人従業員が少なく、点在している畑の仕事は車の運転が
可能な日本人が担うことが多いことから、選別や出荷調整と
いった内業は外国人従業員の存在なしでは成り立たず、貴重
で不可欠な存在となっている。

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

農 業

○ 特定技能１号のベトナム７名を受入れ中 （2019年12月から受入れ開始）

○ 技能実習生のベトナム人３名を受入れ中 （2019年２月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年11月現在

・ハローワークで日本人を募集したが、年配の方の応募が多く、
若手を確保することができなかったため、外国人を受け入れる
ことにした。

外国人受入れの目的・理由

・技能実習生は農作物の選別・箱詰め、出荷調整を主に担当。
・特定技能外国人の男性は、主に農作物の管理をはじめ、除草等
の圃場管理を担当し、女性は選別等の内業を担当。

外国人の担う業務

・毎朝、その日取り組む作業について、全従業員を集めてミーティ
ングを行っている。この際、日本人も外国人も分け隔て無く、そ
れぞれの顔を見ながら話すようにしている。

・現場の作業において、日本人と外国人をペアで組ませて、日本語
でのコミュニケーションを図るほか、休憩時間に皆で雑談する機
会を設け、交流を図っている。

・会社としては、仕事とプライベートで関わり方を線引きするよう
にしているが、従業員同士の交流はあるようで、ご飯を食べに行
くなど仲が良い。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

受入農家の声

・日本の技術を学び、お金を稼ぐために来日を決めた。
子供をベトナムに残してきたので、すぐにでも帰国し
たいが、頑張って働いている。ベトナム人の旦那が他
県で働いていることもあり、制度上、難しいことは分
かっているが、本心としては、日本で子供を育てなが
ら、このまま働き続けたいと思っている。

・日本人は真面目で熱心だし、優しく接してくれる。以
前、社長がひたちなか海浜公園に連れて行ってくれて
嬉しかった。

・日本語は毎日YouTubeと本を使い勉強しているが、ひ
らがな、カタカナ、漢字があって難しいと感じている。

・休日はスマートフォンで家族や友人と連絡を取ったり、
新型コロナウイルスの感染拡大前は、バスに乗って遊
びに行ったりした。

外国人本人の声

菅谷 拓夫
所在地 ：真岡市
従業員数：24名

６



・採用活動時のポイントとしては、学校に入学して
間もない人材と面接して内定を出すことである。
その方が、本人の働く先が見えて、必死に勉強を
頑張ってくれるからである。

・評価は、日本人従業員と同一条件で行っているが、
技能実習生は他の従業員と比べても抜群に働き者
であり、会社にとって無くてはならない存在とな
っている。

・職人肌の先輩が仕事を教えることもあり、言葉が
通じないことで、互いにストレスを感じることも
過去にはあったが、現在はゆっくり話すことで解
決している。

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

建 設

○ 技能実習生のベトナム人７名を受入れ中 （2013年から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年11月現在

・新卒で毎年３～４名程度は採用したいが、現状は年１～２名程
度で推移している。若い人材が少ないということは、部下に仕
事を教える機会が減少することを意味し、引いてはそれが、会
社の衰退につながるため、外国人の採用に至った。

外国人受入れの目的・理由

・日本人の技術者が教鞭をとる現地の学校に出向き面接を行った。
現地での面接にこだわる理由としては、素直さ・やる気を始め、
日本で働くことについての意気込みを見定めるためである。

外国人の採用方法

・現場での事故を回避するため、「ひとりＫ・Ｙ手帳（危険予知手
帳）」を毎朝書かせるようにしている。作業前に上長から作業指
示を受け、その作業の中に潜む危険について、自分なりに日本語
で記載することで、事故防止につながっている。

・月１回社員で集まり、仕事のことについてざっくばらんに話す機
会を設けている。これが、現場に出たときのコミュニケーション
にもつながっている。また、実技試験の練習環境を社内に設けて
いるため、雨天の日などは日本人社員とともに練習を行っている。

・近況報告のため、日本のお土産を持って、ベトナムの家族を訪問
するようにしている。

・技能実習生は入国後、研修施設で約１か月間勉強するが、それと
は別に、現場に出す前に１か月間自社で日本語と実技の勉強をさ
せている。そのため、会社における教育体制等も充実させており、
また、日本語の教材が欲しいという外国人に対しては、買い与え
ている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

受入企業の声

・ベトナムでの就職が困難であったため、来日を決めた。
・技能実習３号のため５年目を修了した後は、一度ベトナムに帰国
したいが、可能であれば再度ここで働きたいと考えている。また、
制度上難しいとは思うが、妻と子供と一緒に日本で暮らしたいと
も考えている。

・仕事が終わってから毎日２時間程度、漢字と鳶の勉強をするとと
もに、仕事中は、日本語で会話するよう意識している。

外国人本人の声

株式会社大勝建設
所在地 ：宇都宮市
従業員数：29名

７



外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○技術・人文知識・国際業務のマレーシア人１名を受入れ中 （2017年６月から受入れ開始）

○技能実習のベトナム人６名を受入れ中 （2019年６月から受入れ開始）

○企業内転勤のベトナム人１名を受入れ中 （2018年10月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年11月現在

・技術・人文知識・国際業務のマレーシア人については、４カ
国語に長けており、海外業務や翻訳等、語学力を駆使した業
務での活躍を見込み採用。

・若手の採用状況が芳しくなかったことから、技能実習生のベ
トナム人を受け入れた。また、企業内転勤のベトナム人は、
優れた技術を持っていたため、設計業務等での活躍を期待し、
現地法人子会社の金型設計部署から転勤させたもの。

外国人受入れの目的・理由

・技能実習生については、監理団体を通じてベトナムに出向
き面接。採用決定後は、現地の実家にも訪問した。

・技術・人文知識・国際業務のマレーシア人は、人材紹介会
社を通して採用。また、企業内転勤のベトナム人は、現地
法人子会社の人材を日本に異動させた。

外国人の採用方法

・社会保険料の給与天引きについて、疑問を持つ外国人従業員が多
いことから、その理由や仕組みについて、自前の資料を作成し、
通訳を同席させ説明を行っている。

・技能実習生には、実習期間の修了後も見据えてもらうため、技能
実習３号又は特定技能への移行等の選択肢を提示し、会社の考え
を伝えている。その際、特定技能に変更する場合は、賞与の支給
があること、転職が可能になること、寮の家賃を日本人従業員と
同等にするため値上げすることなど、技能実習時と扱いが変わる
ことを明確に説明している。

・技能実習生は給与のほとんどをベトナムに送金して、手元にわず
かな額しか残さないため、昼食を抜く傾向にある。体調面で心配
があるため、昼食は会社負担とし、無料で提供している。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・技能実習生については、いかに良いコミュニケーションが
取れるかに尽きる。また、公平さを持って処遇し、本人達
にとって良いことも悪いことも正直にディスクローズする
企業スタンスが重要であると考えている。

・また、実習期間を修了し、帰国してしまう場合を見据え、当
社の現地法人での雇用の機会を用意し、本人達のモチベー
ションの維持・向上に努めている。

・技術・人文知識・国際業務のマレーシア人については、語学
に長けているため、いずれは日本と海外を股に掛け、幅広く
活躍してもらいたいと考えている。

受入企業の声 ・日本への留学経験から、日本に興味を持つようになり、千葉
県の大学院に進学した。卒業後は、自動車関連会社や英会話
教室で働いたが、自分の持つ語学力を活かしたいと考え、現
在の会社に転職した。

・現在は勉強も兼ねて総務部に所属しているが、いずれは営業
として、海外を相手に活躍したいと考えている。

・将来は、マレーシアにいる母を日本に連れてきたいと考えて
いる。現在は、Ｎ１の取得に向けて日本語を勉強している。

・日本語や業務に不慣れな部分があるが、周りの方々がサポー
トしてくれるので、ありがたいと感じている。

外国人本人の声（「技術・人文知識・国際業務」のマレーシア人の方）

株式会社キャム
所在地 ：下都賀郡壬生町
従業員数：240名（国内）

８



・現地で面接を行った採用予定の人材が、誰一人来ないといっ
たトラブルに遭い、採用に手間取ったことがあった。そのた
め、送り出し機関を変更する等の対応を行い、現在の技能実
習生の採用に至る。

・特定技能についても関心があるが、中山間地域というデメ
リットがあり、転職されてしまう可能性もあるため、導入に
ついては検討中である。

・３名とも仕事に対する意欲がとても高く、日本語能力試験Ｎ
１に合格して帰国したいと話している。

・認知症を患っている方もおり、日本人でも対応が難しいケー
スが多いにも関わらず、よく働いてくれている。手をつない
でいる姿を良く見かけるなど、入所者に寄り添う姿勢もすば
らしく、また、何より元気なので、職場が明るくなる。

・いずれは、介護の専門学校に在籍する留学生も採用したいと
考えている。

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

介 護

○ 技能実習生のベトナム人３名（女性）を受入れ中 （2019年11月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年12月現在

・中山間地域で少子高齢化が進み、地域に根ざす特別養護老人
ホームとして、なんとしても地域の介護を支えたいという思い
から、外国人の採用に踏み切った。

・ハローワーク等での求人も行ったが、人が集まらなかった。

外国人受入れの目的・理由

・ベトナムの学校（送り出し機関）に出向き面接。

外国人の採用方法

・介護の現場は、入所者の様子や症状を職員間で共有し伝達すること
が一番重要となるため、月２回ずつ、日本語と介護用語の授業を独
自に実施している。

・施設周辺に賃貸住宅がないため、３名が暮らすための社宅を建設し
た。各人個室有りでWi-Fi完備の上、光熱水費込みで家賃を16,500円
/月としている。

・技能実習生は、自転車しか保有していないため、遠方の買い物の場
合は送迎している。また、本人の友人が県内の別の施設で働いてい
るため、連れて行って、バーベキューをしたこともある。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

受入企業の声

・来日前は、現地法人で経理の仕事をしていたが、
お金を稼ぎ、経験を積むために来日を決めた。

・日本語はYouTubeや参考書を使用し勉強してい
る。就業後は、社宅で自習するか、技能実習指
導員と勉強している。

・日本のドラマが好きなので、内容を理解するた
め、日本語を勉強することもある。

・県内、東京、千葉、岐阜にベトナム人の友人が
おり、Zalo（チャットアプリ）を使い、コミュ
ニケーションを取っている。

・仲の良い入所者にずっといて欲しいと言われて
いることもあるので、実習修了後も、可能であ
れば日本に残り、介護の仕事を続けたい。

外国人本人の声

特別養護老人ホーム 粟野荘
所在地 ：鹿沼市
従業員数：49名

９



外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○技能実習生のベトナム人４名を受入れ中 （2016年２月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年12月現在

・先代社長が、発展途上国の方々にパン作りの技術を学ばせたい
という思いから技能実習生の受入れを始めた。真面目さや器用
さなどの面において評判の高いベトナム人を採用。

外国人受入れの目的・理由

・現地で面接を実施。監理団体を介在させない企業単独型を採用
しているため、採用担当のみならず、各部門それぞれが情報収
集を行い、技能実習生の受入体制を整えた。

外国人の採用方法

・いつでも質問できる環境を整え、誰に質問すれば良いかを明確に
するとともに、パン生地の発酵等、各工程にタイマーを導入して、
時間管理を徹底し、発酵後に行う作業工程についても明確な基準
を設けた。また、仕上がり基準を作成し、焼き釜に完成写真を貼
付することで、焼き加減などを瞬時に判別できるようにした。こ
のようにした結果、日本人社員の教育にも役立った。

・会社の食事会などは、日本人が送迎を行ったり、休日は従業員同
士でスノーボードなど、交流を深めている。

・日本語能力（Ｎ３以上）又は技能実習３号の試験に合格すれば、
昇給を実施している。

・外国人従業員の病気や体調不良の際は、安心して病院に掛かるこ
とができるよう、日本人従業員が付き添うようにしている。また、
健康管理のため、社食（朝・昼）を提供しており、これが従業員
同士のコミュニケーションにもつながっている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・採用する人材は、Ｎ３程度の日本語能力があることが望まし
いが、将来独立の夢があるかどうかを一番重視する。独立の
夢がある人材ほど、技能を習得しようとするため、技能実習
制度に沿った教育ができると考えている。実際に帰国後、開
業した元技能実習生もいる。

・「仕事ができない人」と見られたくないとの思いから、ミス
があった際の言い訳や、自己防衛をしてしまうことがある。
その際は、丁寧に言い分を聞きアドバイスを行っている。

・普段の何気ないコミュニケーションが、社員の自信につなが
ると考えている。

受入企業の声

・来日前は、会社の現地法人で半年働き、日本語やパン作りの基礎を
学んでいた。働く前は、ベトナムの日本語学校にいた。

・お金を稼ぎ、技術を学ぶため、来日を決めた。いずれは帰国して、
自分の店を持ちたいと考えている。

・分からない言葉があった時は、自分で調べたり、人に聞き理解する
ようにしている。また毎日、新聞を読むようにしている。現在、日
本語能力試験のＮ２を受験し、結果を待っているところである。

・休日は買い物する以外、ほとんど日本語の勉強をしている。なお、
ベトナムの日本語学校で知り合った友人達が県内にいるため、時々
集まったりする。

外国人本人の声

株式会社パン・アキモト
所在地 ：那須塩原市
従業員数：50～60名程度
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・受入れにあたり、業務の指示系統や作業の見直しを行った結果、
日本人職員の業務手順の見直しにも寄与した。

・受入れ前は不安を持つ職員もいたが、人当たりも良く、コミュ
ニケーション能力も高いため、すぐにその不安は無くなり、今
では入居者の方々に慕われる存在となっている。

・入浴、食事、排泄の介助に加え、２年目からは夜勤も開始する
など、日本人職員と同じ業務をこなしており、貴重な存在と
なっている。

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

介 護

○ 技能実習生のベトナム人２名（女性）を受入れ中 （2019年４月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2021年１月現在

・母国の介護水準の向上に、日本で学んだ技術を役立ててもらう
とともに、外国人と働くことで、異文化や多様性を受け入れる
ことができる職場を目指したいと考えたため。

外国人受入れの目的・理由

・監理団体を通じ、書類選考及びベトナムでの面接を経て採用を
決定した。面接に当たっては性格面を重視し、柔和で温厚、純
真といった、介護業務における適性を備えた人材を選んだ。

外国人の採用方法

・採用決定後、入国までの期間は、インターネット通話で職員や施
設内部を紹介し、職場の雰囲気を知ってもらえるよう工夫した。

・受け入れるまでの期間、一部職員が地域の国際交流協会のベトナ
ム語講座を受講したほか、全職員が異文化交流研修を受講し、積
極的に異文化理解に努めた。

・母国の料理が恋しくなることがあると思い、ベトナム料理店に連
れて行ったり、日本の文化を味わってもらおうと花火大会に連れ
ていき、浴衣を着せることもあった。

・職場の隣に寮を設置したため、プライベートも含めて、職員間の
交流が生まれている。

・母国との連絡や日本語学習のため、寮にWi-Fi環境を整備し、ノー
トパソコンを貸与している。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

受入企業の声

・来日前はベトナムの大学で看護を学び、現地の
クリニックで働いていた。日本のことは何も知
らなかったが、チャレンジだと思い来日を決め
た。給料の半分程度は、ベトナムの家族に送っ
ている。

・お年寄りの方言が難しいと感じることがあるが、
分からないことは他の職員に聞くことにしてい
る。現在は、Ｎ１の取得を目指しYouTubeで日
本語を勉強している。

・職場の人は優しく、他県のショッピングモール
に買い物に連れて行ってくれることがある。

・故郷の雰囲気と似ていることもあり、栃木県の
ことは好きだ。

外国人本人の声

地域密着型介護老人福祉施設 田井の里

所在地 ：真岡市
従業員数：62名

2019年撮影

2019年撮影

2019年撮影11



外国人材受入れ事例

とちぎ外国人材活用促進協議会

宿 泊

○技術・人文知識・国際業務のフィリピン人２名とベトナム人１名を受入れ中 （2018年10月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年12月現在

・外国人のお客様が増えたことにより、窓口業務や予約メールに
英語で対応しなければならない場面が増え、対応できる人材を
求めていたため。

外国人受入れの目的・理由

・勤務態度が良好だったため、インターンシップ生として当旅館
で働いていた外国人留学生を採用。

・他県で働いていた方を採用。

外国人の採用方法

・入社当初は主に対面での仕事に従事させつつ、徐々に電話の対応
に慣れてもらった。また、会社が一時的に負担し、免許取得のた
め教習所に通ってもらった。

・会社付近に賃貸住宅がないため、徒歩10分圏内に建設した寮に家
賃20,000円/月で入居。光熱水費は個人負担としているが、Wi-Fi
の料金は会社負担としている。また、寮には日本人従業員の寮長
がおり、ゴミ出しや掃除方法を外国人従業員に教えるとともに、
入寮者のコミュニケーションを図るため、専用のチャットアプリ
を導入している。

・「日本の宿おもてなし検定」の中級合格以上で、月給に手当を加
算することとしている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・非常に良く仕事をこなしてくれており、今後も成長し続けて
欲しいと思っている。漢字が読めないことがあるが、電話対
応は問題なくこなしており、貴重な戦力となってる。

・受入れに当たって、日本人従業員に抵抗感はなかった。
・分からないことがあった際に「分からない」と言わないこと
があるため、素直に聞いて欲しいと思うことがある。日本人
従業員に声をかけにくい時もあるようで、このことは、本人
達の問題だけではないと認識している。

・在留資格の更新手続きがあり、会社が書類等を作成しなけれ
ばならず、その作業に負担が掛かると感じている。

受入企業の声 ・来日前、日本で暮らすことは想像すらできなかったが、友人の勧め
や給与の高さなどから来日を決めた。自然豊かで静かであり、観光
地であったことから、現在の仕事を選んだ。

・仕事場以外でも日本人と話すことが、日本語上達の近道であると考
えている。就業後は、テレビやYouTubeなどで日本語を日々勉強し
ている。

・社長をはじめ従業員は優しく、どんなことを聞いても対応してく
れる。また、ミスをしても怒らず教えてくれるため、ストレスな
く働くことができている。

・永住者としての在留資格を取得し、しばらくは貯金しながら働き続
けたいが、最終的には母国に帰りたいと考えている。

外国人本人の声

日光星の宿
所在地 ：日光市
従業員数：45名
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